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１ 実施概要 

 

１ 目的 豊山町の将来を担う子どもたちが、議会を体験することにより、町政に関心

を持ち、未来の豊山町を考える機会とする。 

 

２ 主催 豊山町議会 

 

３ 概要  

（１）対象者   

・町内在住の中学生、小学５～６年生  

・原則、全日程に参加可能な方 

・YouTube 等のメディアで放映されることにご承諾いただける方 

 

（２）開催日時 

項目 日時 内容 

第１回 

事前研修会 

７月２５日（金） 

午前９時３０分～正午 

任命式、町議会の役割について説明 

施設見学 

第２回 

事前研修会 

８月８日（金） 

午前９時３０分～正午 

質問書の作成 

リハーサル ８月２５日（月） 

午後２時～午後４時 

本番に向けての全体練習 

模擬議会 ８月２６日（火） 

午前９時３０分～午前１１時３０分 

模擬議会、記念撮影 

懇談会 ８月２６日（火） 

午前１１時３０分～正午 

模擬議会議員、保護者、町長、副町

長、全議員での懇談会 

 

（３）模擬議会議員一覧 ７名 

豊山小学校６年生 小川 大和（議長） 

 志水小学校５年生 溝口 桃加 

志水小学校６年生 今枝 佳來 

豊山小学校６年生 後藤 樹希 

豊山中学校１年生 真野 いち花 

豊山中学校１年生 作野 心愛 

豊山中学校３年生 沖口 時也（議長） 

 

 

 



２ 開催までのあゆみ 

 

１ 第１回事前研修会 令和７年７月２５日（金）                 

  

議長から任命状が授与され子ども議員に就任しました。 

議会について学んだ後、議長の選任、班分けを行い、施設見学を行いました。 

 

 （１）議長の決め方 

立候補により小学生から１名、中学生から１名を選ぶ。 

立候補者がそれぞれ１名の場合、その子が議長に決定。 

立候補者が２名以上の場合、ジャンケン。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）施設見学  議場、理事者控室、図書室 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 



２ 第２回事前研修会 令和７年８月８日（金）                 

  

小学生グループと中学生グループに分かれて、質問書の作成を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３ リハ―サル 令和７年８月２５日（月）                    

 実際の議場を使って、当日の立ち振る舞いや発言内容などのリハーサルを行いま

した。また、テレビ局からの取材がありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

３ 模擬議会 開催日 

  

 １ 模擬議会 

令和７年８月２６日、模擬議会を開催しました。模擬議員１７名をはじめ、町会

議員、町長や町職員が参加し、本会議さながらの質問と答弁が繰り広げられました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（１）質問者・質問数・タイトル一覧表 

順番 議員名 質問数 タイトル 

１ 
小川 大和 

豊山小 ６年生 
１ 公園でのボール遊びについて 

２ 
溝口 桃加 

志水小 ５年生 
２ 

① 豊山町を安全な町に 

② なかよし会を楽しくすごせるために 

３ 
今枝 佳來 

志水小 ６年生 
1 現状の防災対策 

４ 
後藤 樹希 

豊山小 ６年生 
２ 

① 日曜日の遊び場づくり 

② 生がい学習講座のお知らせを 

５ 
真野 いち花 

豊山中 １年生 
２ 

① 服装に関する校則について 

② テストの採点と確認のルールについて 

６ 
作野 心愛 

豊山中 １年生 
２ 

① 中学校スポーツ体験授業について 

② 髪型や髪色について 

７ 
沖口 時也 

豊山中 ３年生 
３ 

① 教育環境問題について 

② 海外派遣事業の再検討について 

③ 公共交通、鉄道の必要性について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２ 町長との懇談会 令和７年８月２６日（火） 

模擬議会終了後、懇談会を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼動画 令和７年度模擬議会の様子 

https://www.youtube.com/watch?v=YbSXWrv05QY&t=2490s 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和７年度　模擬議会議員及び保護者アンケート　回答用紙

【模擬議会議員】

〇かなり深まった 〇少し深まった 〇深まらなかった 〇わからない
5 1 0 1

〇十分できた 〇少しできた 〇できなかった 〇わからない
3 2 1 1

〇よくわかった 〇少しわかった 〇わからなかった 〇どちらともいえない
1 3 3 0

〇すごく高まった 〇少し高まった 〇変わらない 〇わからない
2 2 2 1

〇かならず行く 〇たぶん行く 〇行かない 〇わからない
4 3 0 0

【保護者様】

〇すごく高まった 〇少し高まった 〇変わらない 〇わからない
3 2 1 1

〇かならず参加する 〇参加したい 〇参加してもよい 〇わからない
0 2 1 4

問１　模擬議会議会に参加して、保護者様自身について町議会への興味や関心が高まりましたか。

問１　議会と行政（豊山町）の仕組みについて理解が深まりましたか。

問２　質問を通して、あなたの思いや考えを伝えることはできましたか。

問３　質問に対する町の答弁（考え）はどうでしたか。

問４　模擬議会議会に参加して、町議会への興味や関心が高まりましたか。

問５　将来、選挙に行こうと思いますか。

子ども目線の町民意見。どうかご検討ください。

記載なし

今回は中学生の参加もあって、昨年よりもよりよい議論になっていたと思う反面、もう少し答弁がわか
りやすく子供達が納得できる答弁をして欲しかったです。

問２　今後このような事業があった際、ご自身及びご家族にて参加しますか。

自由記入欄　ご意見、感想などご記入ください。

自分の考えを大人が真剣に考え、回答してくれる経験をして、自己肯定感の低かった子が、自信を持て
た気がします。帰り途中、「またあったらやろうかな」と話していました。来年は中学生です。忙しく
なるかもしれませんが、都合が合うようならまた参加できたらと思います。

貴重な経験をさせていただきまして、ありがとうございました。

子どもの質問に対しての大人の回答が良くなかったと聞きました。双方にとって有意義な時間となると
良いと思います。改善されることを願います。

次回も友達と参加したいです。



５ 近年の取り組み 

 

（１）平成２０年度 主催 豊山町教育委員会  

 

（２）令和４年度  

主催 町制施行 50 周年記念事業、町教育委員会 

応募方法 学校を通して 

対象者 小学５年生、６年生 

参加者 議長２名、質問者９名 計１１名 

リハ―サル ８月８日（月） 

子ども議会 ８月２２日（月） 

フォローアップ 感想文集作成 

 

  議長 志水６年 夏山 創大郎、志水５年 橋立 優里 

 質問者 内  容 

１ 新栄 ６年 西尾 和奏 町の中で力を入れている税の使途について 

２ 新栄 ６年 河村 海斗 災害対策としての取り組みについて 

３ 志水 ６年 前田 みなみ 児童館などの施設の充実について 

４ 豊山 ６年 小坂 優理 鉄道などの新たな交通機関について 

５ 志水 ６年 原田 舞生 運動を楽しめる政策について  

６ 豊山 ６年 戸田 眞白 町の温暖化政策や目標について 

７ 豊山 ６年 柴田 紗希 町をＰＲするようなイベントについて 

８ 志水 ５年 溝口 留加 安心安全な地域づくりのために 

９ 新栄 ６年 森 翔太郎 名古屋空港のできた理由とその良さ 

 

令和４年度 集合写真 

 

 

 

 

 

 

 

 



（２）令和５年度  

主催 町議会 

応募方法 公募 

対象者 小学５年生、６年生 

参加者 議長２名、質問者９名 計９名 

事前研修 研修 ８月１日（火） リハーサル８月１８日（金） 

子ども議会 ８月２８日（月） 

フォローアップ 町長との懇談会（子ども議会終了後）、事後アンケート 

 

議長 志水６年 志水 亮、志水６年 内山 斡大 
 質問者 質問内容 

１ 志水 ６年 志水 亮太 子供会の減少と対策について 

２ 志水 ６年 太田 陽葵 子供達が安全に通行できる歩道を     

３ 志水 ５年 太田 樹 
・学校の体育館や社教センターにエアコン設

置を・スカイプール廃止の理由は 

４ 志水 ６年 石黒 巧真 給食の量を増やしては 

５ 志水 ６年 坂口 恵翠 学校のトイレをきれいに  

６ 豊山 ６年 加藤 知輝 
・小学校の部活動について ・スポーツ少年 

団の入団者数について 

７ 志水 ５年 縄田 健人 放課後の遊びについて        

８ 豊山 ５年 山口 蓮 子ども消防クラブについて  

９ 志水 ６年 内山 斡大 

・部活動が無くなった理由について ・議会

に地空人は来るのか ・ボール遊びができる

公園が少ないという質問のその後について 

 

令和５年度 集合写真 

  



（２）令和６年度  

主催 町議会 

応募方法 公募 

対象者 町内在住の小学５年生～６年生 

参加者 子ども議員１０名 

事前研修 研修 ７月２６日（金）、８月９日（金） 

リハーサル８月２１日（水） 

子ども議会 ８月２３日（月） 

フォローアップ 懇談会（子ども議会終了後）、事後アンケート 

 

議長 豊山６年 山口 蓮、豊山６年 平田 隼敏 
 質問者 質問内容 

１ 豊山 ６年 山口 蓮 新しく建つ中学校について 

２ 新栄 ６年 松岡 花芽 
①道の雑草について 

②側溝に安全対策を 

３ 志水 ６年 縄田 健人 スカイプールに代わる学校プールの開放について 

４ 新栄 ６年 保科 匠音 
①校庭開放の時間変更について 

②花火大会の開催について 

５ 豊山 ６年 伊藤 境舵 豊山町に新しい遊べる場所を 

６ 豊山 ６年 阿部 陽人 
①ボールが使える公園について 

②カラスのゴミあらしについて 

７ 志水 ５年 今枝 佳來 
①犬と人が住みやすい町 

②田畑の再利用について 

８ 新栄 ５年 井尻 和秀 
①食料自給率について 

②豊山町の防犯灯について 

９ 豊山 ６年 佐藤 豊久 安心安全なまちづくりについて 

１０ 豊山 ６年 平田 隼敏 豊山町や通学路をきれいにすることについて 

 

令和６年度 集合写真 

 



 

 

 

 

 

 

 

令和７年豊山町模擬議会 会議録 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           令 和 ７ 年 ８ 月 ２ ６ 日  開 会 

           令 和 ７ 年 ８ 月 ２ ６ 日  閉 会 

  



 

 

令和７年豊山町模擬議会 

 

１．議事日程  令和７年８月２６日（火） 午前９時３０分 於 議場 

  日程第１  一般質問 

２．出席議員は次のとおりである。 

  模擬議会議員 ７名 

   豊山小学校６年生 小川 大和（議長） 志水小学校５年生 溝口 桃加 

   志水小学校６年生 今枝 佳來     豊山小学校６年生 後藤 樹希 

   豊山中学校１年生 真野 いち花    豊山中学校１年生 作野 心愛 

   豊山中学校３年生 沖口 時也（議長） 

  豊山町議会議員 １０名 

   １番   岩 下 竜 也          ２番   作 野 桂 子 

   ３番   岡 島   剛          ４番   坪 井 孝 仁 

   ５番   岡 島 政 信          ６番   坂 田 芳 郎 

   ７番   岩 村 みゆき          ８番   水 野   晃 

   ９番   大 口 司 郎          10番   熊 沢 直 紀 

３．欠席議員は次のとおりである（なし） 

４．説明のため出席した者の職氏名（１０名） 

町 長 服 部 正 樹 副 町 長 安 藤 敏 毅 

理 事 江 崎 嘉 彦 企画調整部長 早 川 憲 二 

総 務 部 長 林   真 吾 生活福祉部長 日比野 敏 弥 

生 活 福 祉 部 
担 当 部 長 

井 上   武 産業建設部長 中 川   徹 

  教 育 委 員 会 
事 務 局 長 

小 塚 和 宣 教 育 参 事 山 中 洋 子 

５．職務のため議場に出席した事務局職員の職氏名（２名） 

事 務 局 長 小 川 徹 也 書 記 下 村 友 美 

書 記 下 村 友 美   

 

 

 



 

〇実行委員長 おはようございます。本日、模擬議会の進行を務めます、実行委 
員長の岩下です。どうぞよろしくお願いします。ただ今より、令和７年度豊山 
町模擬議会を始めます。それでは、模擬議会議員の入場です。皆様、温かい拍 
手でお迎えください。模擬議会議員の皆さん、入場してください。 

〔模擬議会議員入場、自席に着席〕 
～～～～～～～～ 〇 ～～～～～～～～ 

午前９時３０分 開会 
〇実行委員長 初めに豊山町議会議長坪井孝仁よりご挨拶を申し上げます。 
〇豊山町議会議長 皆さんおはようございます。本日は豊山町の未来を担う小学生、中
学生の皆さんと共に模擬議会を開催できますことを大変嬉しく思います。まず始めに
開催にあたりご協力いただきました学校関係者、保護者の皆様、当局の皆様、そして
参加してくださった皆さんに心から感謝申し上げます。ありがとうございます。模擬
議会は皆さんが子ども議員として町政に関する質問を行い、実際の議会と同じように
答弁を受けることで町の仕組みを理解し、関心を高めてもらうことを目的としていま
す。令和４年の町制施行５０周年を契機に始まり、今年で４年目を迎ました。今年か
らは中学生にも参加してもらえるように取り組みを拡充し、これまでの子ども議会か
ら模擬議会と名称を変更し、子どもたちの声をさらに幅広く受け止めていければと思
います。これまでの子ども議会では、皆さんの率直な意見や提案が町の施策に活かさ
れてきました。例ば学校運動の運動場の解放については、子どもたちの声が後押しと
なり実現や開放時間の延長につながりました。このように皆さんの声はまちづくりに
確かに届いています。研修を通じて議会の役割を学び、質問を準備してきた皆さんの
努力に心から経緯を表します。どうか自信を持って自分の考をしっかりと伝えてくだ
さい。その一言一言が豊山町の未来をよりよくする力になると信じています。最後に
本日の模擬議会が、皆さまにとって有意義な経験となり、豊山町に愛着を持ち将来に
わってまちづくりに関わっていくきっかけとなることを願っています。それでは令和
７年度豊山町議会の開会を宣言いたします。よろしくお願いいたします。 

〇実行委員長 議長、ありがとうございました。それではここで模擬議会の議事進行を
担う本日の模擬議会議長を選任します。本日の議長は前半と後半で交代し、２名で務
めさせていただきます。前半の議長は沖口時也議員、後半の議長は小川大和議員です。
沖口時也議員、議長席へお進みください。 

〔沖口議員、議長席へ移動〕 
〇沖口議長 皆さん、おはようございます。私は前半の議長を務めます、豊山中学校３
年沖口時也です。模擬議会は私たち 1 人 1 人が豊山町の未来を思い描き、その実現に
向けて考え、意見を交わす貴重な場です。議長として円滑で意義のある議論となるよ
う努めてまいります。どうぞ最後まで真剣かつ前向きな姿勢で望んでいただきますよ
うお願いします。ただ今の出席議員数は 7 名であります。ただ今から令和７年度豊山
町模擬議会を開きます。本日の議事日程につきましては別紙でお手元に配布いたしま
した通りであります。ここで町長よりあいさつを受けます。服部町長。 

〇町長 改めまして、おはようございます。本日、模擬議会ということで皆さんご参集
いただきまして誠にありがとうございます。豊山町の未来を担う子どもたちの意見を
ですね、しっかり受け止めさせていただきまして、本日の模擬議会、しっかりと皆さ
んとお話をしていきたいという風に思っておりますので、本日どうぞよろしくお願い
いたします。 

〇沖口議長 服部町長、ありがとうございました。それでは一般質問を行います。７名
の議員から通告があります。発言順位は事前に抽選で決定しています。それでは最初
に豊山小学校６年小川大和議員の発言を許可します。小川大和議員。 

〇小川議員 豊山小学校６年、小川大和です。議長の許しをいただきましたので通告に
基づき質問させていただきます。僕は公園でのボール遊びについて質問します。僕は
スポーツ少年団に入っています。スポーツ少年団でサッカーをしています。サッカー
の練習は土曜日、日曜日に豊山小学校のグランドを借りて練習しています。サッカー
ではゴールキーパーを受け持っています。その他に練習場所として学校のグランド解
放の日に友達を誘って一緒にゴールキーパーの練習をしています。現在、それだけの
練習では足りないと僕は思っています。そこで、僕は友達とボール遊びのできる公園
を調べました。その結果、志水ふれあい広場がボール遊びができますが、ボールを強
く蹴ることができません。また近くに伊勢山グランドがあります。そこでは子どもだ
けでは簡単に借りることができない状況です。ボール遊びができる公園がなくて大変
困っています。町内でゴールキーパーの練習ができる場所を設置して欲しいです。僕
なりに考えたのですが、例えば、志水ふれあい広場ではボールを思いっきり蹴ること
ができる場所を作るとか、他に伊勢山グランドでは子どもでも簡単に借りられるよう
なルールに変更するとか、広い児童遊園ではネットを追加するなどを考ました。その
ことについて町の考をお聞します。以上で質問を終わります。答弁よろしくお願いし



 

ます。 
〇沖口議長 小塚教育委員会事務局長。 
〇教育委員会事務局長 小川議員の、公園でのボール遊びについてのご質問にお答えい
たします。志水ふれあい広場では、みなさんに楽しく遊んでもらうために、周りの人
が危ないと思うような行為は禁止しています。また、児童遊園では、ボール遊びを禁
止しています。広場や児童遊園では小さなお子さんが遊具で遊んでいることもありま
す。周りには住宅や駐車場もあります。広場ではボールを強く投げたり、蹴ったり、
バットでボールを強く打ったりすると、ボールが思いもよらぬ方向に飛んでいったり、
ネットを飛び越えてしまうことがあります。これまで、広場の外に飛んだボールが家
や車に当たったこともあり、心配する人や困っている人たちもいます。広場内に思い
切りボールを蹴る場所を作るには、人や物に当たらないようにネットをもっと高くし
たり、新しく囲いを作ったりする必要がありますが、それを実現することは大変難し
いと考えています。そのため、志水ふれあい広場でボール遊びをするときは、周りの
人や物に気を付けて遊んでもらいたいと思っております。次に、伊勢山スポーツ広場
は、ソフトボールや少年野球などができるスポーツ施設です。広場を使うときは、豊
山町に住んでいるか、働いている大人が責任者になる必要があります。万が一、怪我
をしたときや気分が悪くなった時などに大人がきちんと対応できるからであります。
そのため、子どもだけで簡単に利用できるようにするのは難しいと考えています。大
人の人に責任者になってもらい、前もって予約をして、ルールを守りながらボールを
使ったスポーツを楽しんでいただきたいと思います。 

〇沖口議長 町長。 
〇町長 小川議員から公園のボール遊びについて、とても貴重なご意見をいただきまし
た。誠にありがとうございます。志水ふれあい広場や児童遊園のように、誰でも自由
に出入りができる場所では、みんながほかの人のことも思いやりながら利用すること
が大切です。また、スポーツをするための施設では、決められた使い方をしないとケ
ガをしたり、物を壊してしまうことがあります。ルールを守りながらみんなで楽しく
遊んでいただきたいと思います。なお、小学校の授業のある日は、校庭を開放してい
ます。開放時間は季節によって違いますが、もっと皆さんが長く遊べるように、今後、
考えていきたいと思っています。今後も思いきりボール遊びを楽しんでください。 

〇沖口議長 ただいま答弁がありましたが、再質問はありませんか。 
〇小川議員 お願いです。愛知県の防災公園が早くできるように進めて欲しいと思いま
す。以上です。 

〇沖口議長 小川大和議員の質問が終わりました。次に志水小学校５年溝口桃加議員の
発言を許可します。溝口桃加議員。 

〇溝口議員 志水小学校５年溝口桃加です。議長からお許しをいただきましたので通告
に基づき質問させていただきます。まず豊山町を安全な町にについて質問します。私
が通っている志水小学校区はゾーン３０となっています。このゾーン３０は車の最校
速度が時速３０km に規制されていますが、この規制を守らない車が多く登下校時に危
険だと感じます。このままではいつ事故が起きるか分かりません。そこで質問します。
豊山町として志水小学校区のゾーン３０について、どのようにお知らせをしています
か。私は道路標識やイメージハンプを増やすことを提案しますが、いかがでしょうか。
次に自転車のルールについて質問します。車で車に乗って出かけた時に２人乗りの自
転車が道路に飛び出してきてぶつかりそうになりました。飛び出しはとても危ないこ
とだと思います。自転車に乗るルールを守らない人が多く事故が起きると危険だと思
います。そこで質問をします。豊山町として自転車のルールをどのようにお知らせを
していますか。私は小学校の自転車教室の回数を増やすことでルールを守る人が増え
ると思います。また大人の人にも自転車教室を開くことを提案しますか。どうでしょ
うか。続いて放課後に勉強や遊びができる「なかよし会」について質問します。おじ
いさんやおばあさんが家にいない場合、「なかよし会」に行っていると家の人が帰っ
てくるまで安全に過ごすことができます。しかし利用する人が多く、場所が狭く感じ
ることがあるそうです。遊びや勉強をのびのびできるように使える部屋を増やしたり
広い場所にしたりすることはできませんか。また多くの子が参加できるように活動の
内容や時間を工夫したり、名古屋市が行っているトワイライトスクールを参考にした
「なかよし会」にするともっと楽しくなると思いますが、どうですか。以上、答弁を
お願いします。 

〇沖口議長 早川企画調整部長。 
〇企画調整部長 溝口議員より「豊山町を安全な町に」として２点のご質問をいただき
ました。まず、１点目のゾーン３０についてのご質問にお答えさせていただきます。
ゾーン３０プラスは、みなさんの家の近くにある道路を安全にするための取り組みで
す。車のスピードを時速３０キロ以下におさえたり、危ない運転をなくしたりするた
めに、様々な工夫をしています。この地域では、西枇杷島警察署と協力して、令和６



 

年３月から志水地区でこのゾーン３０プラスをスタートさせました。ご質問をいただ
きました具体的なお知らせの方法としましては、ゾーンの入り口部分に３０キロ規制
標識、主要な箇所へのカラー舗装、道路標示などを行っております。これからも、溝
口議員のご提案を参考にしながら、警察のみなさんと協力して、たくさんの人にゾー
ン３０のことを知ってもらうように活動を続けるとともにパトロールや交通指導を強
化して、より安全なまちづくりを進めていきます。続いて、２点目の自転車のルール
についてのご質問にお答えさせていただきます。町では、皆さんに安全に自転車に乗
ってもらうため、平成３１年に「豊山町自転車の安全利用の促進に関する条例」とい
うルールを作りました。この条例をもとに、自転車で事故が起きないように、色々な
活動を行っています。たとえば、ヘルメットの購入費用を補助したり、小学校で自転
車の安全な乗り方を教える自転車教室、保育園で交通ルールを教える安全教室、ショ
ッピングモールなど、色々な場所で安全な乗り方を呼びかけるキャンペーンも行って
います。また、自転車は車両であり、自転車のルールは、法律でも厳しくなっていま
す。特に、昨年１１月からは、自転車に乗りながらスマートフォンを操作する「なが
らスマホ」や、お酒を飲んで運転する「酒気帯び運転」が罰則の対象になりました。
さらに、来年４月からは、信号無視や一時停止違反、２人乗りといった危険な乗り方
をした場合も罰則の対象になります。これは１６歳以上が対象になりますが、交通ル
ールを守ることは、年齢に関係なく、みんなにとって大切なことです。これからも、
溝口議員のご提案を参考にしながら、警察や交通安全協会のみなさんと協力して、自
転車のルールをしっかりと守ってもらえるように、取り組みを一層進めていきたいと
考えています。 

〇沖口議長 日比野生活福祉部長。  
〇生活福祉部長 私からは２点目の「なかよし会を楽しくすごせるために」のご質問に
お答します。溝口議員からご提案をいただきました、名古屋市が行っているトワイラ
イトスクールは学校の一部を「遊びの場」としてその小学校に通う全児童に開放・提
供しているものと認識しております。一方、「なかよし会」は、留守家庭の児童を対
象に、子どもたちの健全な育成を目的として設置されており、経験豊富な指導員が子
どもに合わせ、学習や遊びを提供しております。「なかよし会」の部屋の広さには基
準があり、１人あたり概ね１．６５㎡以上となっています。１．６５㎡は、たたみ１
畳分くらいの広さです。溝口議員の学区である「志水なかよし会」については、毎回、
約７０名が利用していますが、部屋の面積から計算しますと、定員は１００名でござ
います。しかし、「なかよし会」の部屋には、机等が置いてあるため、狭く感じるこ
とは承知しています。そのため、今回の夏休み期間中は、皆さんが長時間、窮屈な思
いをしないように、志水小学校から多目的室を貸りて場所を広げています。加えて、
皆さんに楽しんでもらえるように、地域の方にご協力をいただき、毎週、様々なイベ
ントを実施しています。今後も、皆さんが安全で楽しく過ごせる「なかよし会」にな
るように努めてまいります。 

〇沖口議長 服部町長。 
〇町長 ゾーン３０や自転車のルールについて、みなさんの身近な問題として命に係わ
る大切な質問をしていただきましてありがとうございます。大人も子どももみんなが
交通ルールを守ることがいかに大切か、もっともっとお知らせして、悲しい交通事故
が起こらないようにがんばっていきたいと思っております。それでも世の中には、交
通ルールを守らない人やうっかり違反をしてしまう人もいるかもしれません。みなさ
んも事故にあわないように交差点では、必ず一旦止まって、安全確認することを忘れ
ないようにしてください。そして、家族やお友達など周りの人にも交通安全の大切さ
をお話しするようにしていただきたいと思います。また、みんなの放課後の学習や学
びの場である「なかよし会」について、利用する子どもの視点からの、とても貴重な
ご意見をいただきました。自分のことだけでなく、みんなのことに気を配って「なか
よし会」のことを考えていただきありがとうございます。「なかよし会」で過ごす時
間が皆さんにとって楽しく有意義なものとなるように学校の協力をお願いしながら、
環境整備に努めてまいりたいと考えております。 

〇沖口議長 ただいま答弁がありましたが再質問はありませんか。溝口桃加議員。 
〇溝口議員 大変よくわかりました。ありがとうございました。今後もこの問題につい
て引き続きご対応をいただけると嬉しいです。これで質問を終わります。 

〇沖口議長 溝口議員の質問が終わりました。次に志水小学校６年今枝議員の発言を許
可します。 

〇今枝議員 志水小学校６年今枝佳來です。議長の許しをいただきましたので通告に基
づき質問をさせていただきます。本日は現状の防災対策について、町の取り組みや今
後の方向性について質問いたします。まず始めに令和６年元日に発生いたしました能
登半島地震によりお亡くなりになられた方々にご冥福をお祈りします。被害に遭われ
た皆様にお見舞い申し上げます。そして復旧や復興のために頑張られている方々に心



 

から感謝します。この地震を見て自然災害の怖さと普段からの準備の大切さを改めて
感じました。国の研究では南海トラフ地震が今後２０年から３０年の間に起きるかも
しれないといわれています。だからこそ、豊山町でももっとしっかり災害に備えて町
のみなさんの命と暮らしを守っていく必要があると私は思います。そこでまず、１点
目の質問です。今、豊山町では、どんな防災対策の取り組みが行われているのかくわ
しくお聞きしたいです。続いて２点目の質問に移ります。私は、災害に備えて防災グ
ッズや、支援物資をしっかり用意していくことがとても大事だと思います。特にお年
よりの方や体が不自由な方、小さな赤ちゃんがいる家族など助けが必要な人たちへの
サポートがとても気になります。そこでお聞きします。町では、防災グッズを配った
り、食べ物や水、毛布、トイレなどを用意したりする取り組みは、どのように行われ
ているのでしょうかか。また、それらのことが町の人たちにしっかり伝わっているか
も大切なことだと思います。どれぐらいの人がそういった支援のことを知っているか
をお聞きしたいです。最後に３点目の質問です。防災の対策をしっかりしている町は、
安心して暮らせる町だと思います。そういう町は、ここに住みたいと思ってもらえる
理由になるのではないかと思います。そこでお聞きします。災害に強くて、安全に暮
らせる町を目指す中で豊山町では、人口を増やすことや住み続けてもらうことについ
てどんなアイデアや考えがありますか。たとば、防災の取り組みを町のすごいところ
として広めたり、防災センターなどで交流の場をつくったりして、町の魅力を高める
こともできると思います。災害への備をやらなきゃいけないことだけではなく、町を
良くすることや未来への大事な準備として考えて、みんながずっと安心して暮らせる
町にするために町としてどんな未来を思い描いているのか教えてください。以上で３
つの質問を終わります。ご答弁よろしくお願いいたします。 

〇沖口議長 早川企画調整部長。 
〇企画調整部長 今枝議員より「現状の防災対策」について３点のご質問をいただきま
した。まず、１点目のご質問にお答えをさせていただきます。南海トラフ地震は、静
岡県から九州の宮崎県の沖合にかけての海底にある「南海トラフ」と呼ばれる場所で
起こる巨大地震です。この地震は、昔から繰り返し発生しており、今後も発生する可
能性が高いと考えられています。今枝議員のご質問にあったように今後３０年間で８
０％の確率で起きると言われています。南海トラフ地震が発生すると、震度７の揺れ
や大きな津波が何度も連続して起こる可能性もあり、甚大な被害が想定されています。
豊山町では、この地震が発生した場合、震度６弱の激しい揺れが予測され、建物や道
路、電気、ガス、水道などに甚大な被害が出る可能性があります。これに対する豊山
町の取り組みとしましては、災害時の行動や避難場所などをまとめた「防災ガイドブ
ック」を全戸に配布しています。今年度は子ども向けに分かりやすくした「防災ずか
ん」を小学校高学年全員に配布しましたので、ご覧になられていると思います。また、
毎年９月には消防署や警察、自衛隊、電気・ガス・水道などの事業者、ボランティア
団体、住民が集まって総合防災訓練を実施しています。今年は９月７日に実施する予
定です。さらに、皆さんが住んでいる地域の人たちが自ら進んで防災活動を行う自主
防災会が小学校区ごとにあるのはご存知ですか。町では、この自主防災会の活動も支
援を行っています。被災した時に必要となる飲料水や乾パンなどの食料や毛布や紙お
むつ、簡易トイレ、トイレットペーパーなどの備蓄も行っています。住宅を地震に強
い家にリフォームしたり、地震の揺れを感じて自動的に電気をストップする装置をつ
けるなど災害に備えた準備をすると、準備にかかった費用の一部を支援しています。
このように町では様々な取り組みを行っています。本日参加の議員の皆さんも防災を
意識していただき、できることから始めていただけるとありがたいと思っています。
続いて、２点目のご質問にお答します。町では、南海トラフ地震の最大避難者数を１，
３００人と想定して、備蓄食糧や生活必需品を毎年計画的に購入しています。具体的
には、備蓄食糧は、アルファ米や乾パン、パンの缶詰、飲料水などを、生活必需品は、
毛布や紙おむつ、簡易トイレ、トイレットペーパーなどです。これらは使用期限や消
費期限があります。期限が近づいているものは防災訓練などで使用し、新しい物に買
い替えています。また、これらの商品を扱っているお店などと応援協定を締結し、速
やかに準備ができるように努めています。どれくらいの人がこうした支援を知ってい
るかというご質問をいただきました。備蓄に関するお知らせはホームページや防災訓
練などで皆さんに伝わるように努力をしています。しかし、全ての人に伝わっている
とは言ません。もっと分かりやすく、興味を持ってもらえるように工夫していきたい
と思います。一方で、町が用意できる物資には限りがあります。地震発生後ただちに
被災した人たち全員に支援物資を届けることはできません。そのため、「自分の命は
自分で守る」という自助の考え方が大切だと考えています。皆さんのおうちで、最低
３日分、できれば７日分程度の水や食料、簡易トイレなどを備蓄していくことが、災
害時の安全を守るための最初のステップです。今回の今枝議員のご質問をきっかけに、
災害への備について、ご家庭や学校でも話し合っていただければ幸いです。続いて、



 

３点目の質問にお答えいたします。豊山町に住むこと、そして将来にわたって住み続
けてもらうことについて、とても大切なご質問をいただきました。自然災害を完全に
防ぐことは、残念ながらできません。地震や台風などの大きな災害が起きたとき、町
として一番大切に考えているのは、皆さんの安全を守り、被害をできるだけ少なくす
ることです。そして、もし災害が起きてしまっても、早く元の生活に戻れるようにす
ることです。災害対策には、「自分でできること」、「地域で助け合うこと」、「豊
山町をはじめとする行政による支援」の３つがあります。この３つが互いに協力し合
うことが災害の被害を軽くして、早期の復旧・復興につながっていくと言われていま
す。質問にありましたように災害に強い町は、誰もが安心して暮らせる町であり、そ
こに住み続けたいと思ってもらえる町です。そのため、私たちは、子どもから高齢者、
からだの不自由な方、豊山町に住む人や豊山町に関わりのある人たち全てが、色々な
ことを話合ったり、困ったときに助け合ったり、できるような町にしていくようにが
んばっています。こうしたみんなが助け合っていけるような町を作り上げていくこと
で、豊山町がいいまちだな、住んでみたいな、住み続けたいなと思ってもらえるので
はないかと考えています。 

〇沖口議長 服部町長。 
〇町長 大変具体的で、住民の皆さんの視点に立った素晴らしい質問だったと思います。
南海トラフ地震への備、特に災害弱者への配慮、そして、防災を町の魅力向上や定住
促進につなげたいという視点は、大変、参考になりました。交流の場をつくることも、
とても良いアイデアだと思います。豊山町の防災について楽しく学べる場所や、災害
が起きた時にみんなで助け合う方法を話し合うような場所ができたら、もっと町の人
のつながりが強くなっていくと思います。子どもからお年寄りまで、みんなが災害に
ついて考たり、交流したりできる機会を増やして、地域全体の防災の力を高めるよう
取組を進めていきたいと思います。そのことが豊山町の魅力につながっていくもので
あると信じています。今後も町の魅力を発信し、交流の場を増やすなどして、豊山町
がもっと住みやすく、未来にわたって安心して暮らせる町になるよう、これからも努
力を続けてまいります。みなさんのように、町の未来を真剣に考えてくれる方がいる
ことを、大変心強く思います。これからも一緒に、豊山町の未来をつくっていきまし
ょう。 

〇沖口議長 ただいま答弁がありましたが再質問はありませんか。今枝佳來議員。 
〇今枝議員 ご答弁ありがとうございました。ここでまとめて再質問をします。1 つ目の
質問では、みんなの参加についてです。町の防災の準備はすごいと思います。でもそ
れが町の人たちにどこまで伝わっているのかはまだ足りない気がします。災害の時に
大事なのは、町の準備だけではなくて１人１人が自分のこととして考えることだと思
います。特に若い人や子育てをしているお母さんが入りやすいように親子で防災デー
やお母さん目線の避難所体験などがあったらいいと思います。２つ目の質問では防災
グッズについてです。町がどれぐらいのものを準備していて、災害の時にどうやって
もらえるのか町の人にもっと分かりやすくして欲しいです。赤ちゃんにはミルクやお
むつが必要だし、アレルギーのある子には特別な食べ物が大事です。熊本県の益城町
ではいろんな人に合わせたセットを用意しています。豊山町でも赤ちゃん用の防災バ
ッグや家庭用チェックリストを作るのがいいと思います。最後に３つ目の質問では防
災を町の魅力にするということです。静岡県の三島市では災害に強い町としてパンフ
レットやガイドツアーをして、若い人が住むきっかけになっています。豊山町でも防
災をテーマにした空き家のリフォームや若者と地域が作るイベントなどをやって町の
魅力として伝えられると思います。町の安全は町の魅力になると思います。こういう
考を若い人や子育て家庭にもしっかり届けて欲しいですが、町はどう考えていますか。
以上質問終わります。ご答弁お願いいたします。 

〇沖口議長 早川企画調整部長 
〇企画調整部長 具体的なご提案ありがとうございます。すぐにここでお答えすること
はなかなか難しいんですけども、確かにおっしゃる通り、自分ごとと捉えていただい
て、たくさんの方が関わっていただくことが１番大事だと我々も思ってますので、そ
ういった形になるように色々知恵を絞りながら努力をしてまいりたいと思います。ま
た、皆さんに分かりやすくお伝するのが１番だと思いますので、そこも知恵を絞って
頑張っていきたいと思いますのでよろしくお願いいたします。 

〇沖口議長 早川企画調整部長 
〇企画調整部長 あとパンフレットやガイドツアーだとか、空き家のリフォームだとか
いうことで町をＰＲしたらどうかというようなご質問もいただきました。幸い、青山
地域の方に防災拠点を今作っておりますので、そういったものと絡めながら、ＰＲで
きるような形で、進めていければいいかなと考えておりますので、よろしくお願いい
たします。 

〇沖口議長 今枝議員の質問が終わりました。次に豊山小学校６年、後藤樹希議員の発



 

言を許可します。後藤樹希議員。 
〇後藤議員 豊山小学校６年、後藤樹希です。議長のお許しをいただきましたので通告
に基づき２点の質問させていただきます。1 点目は日曜日の遊び場作りについてです。
日曜日は家で遊ぼうと思ってもゆっくりしたい家族もいるので家庭を遊び場にするの
はあまり良くないと思います。しかし日曜日は児童館がやっておらず夏の暑い日や雨
の日は遊ぶ場所があまりありません。そこで日曜日に児童館を開くことを提案します。
毎週児童館を開けて欲しいのですが、それは無理かなと思いましたので、児童館を順
番に開けるなどそういうことをした方がいいのではと思いました。児童館が難しいの
であれば、社教センターの和室やアリーナ、学校の体育館、供用施設などの公共施設
を遊び場として活用させていただくことはできないでしょうか。２点目は生涯学習講
座についてです。今年は新しい講座がたくさん増え、私もいくつか参加しました。楽
しい講座がたくさんあるのに人が少ないのはなぜかなと思いました。抽選になるもの
もありますが、人があまり集まらないものもあります。私はとても楽しかったので、
たくさんの人に参加して欲しいと思います。そこで私は講座の参加者を増やすために
２つの提案をします。１つ目は、どの講座に空きがあるのか町のＬＩＮＥかＳＮＳな
どでお知らせをすることです。また、スマホに慣れていない方のために、保健センタ
ーやサロンなどで声をかけたりチラシを配ったりすることです。２つ目は、子供向け
講座の時間の見直しです。今は夜９時までやっていますが、低学年には遅いと感じま
す。片付けは、高学年以上にしてもらうなど遅くならないようにしてもらないでしょ
うかこれで質問を終わります。答弁をお願いします。 

〇沖口議長 日比野生活福祉部長。 
〇生活福祉部長 ただいま後藤議員から２つの質問をいただきました。私からは、１点
目の日曜日に児童館を開けてはどうでしょうかとのご質問にお答します。豊山町にあ
る３か所の児童館はすべて総合福祉センターの中にあります。総合福祉センターは、
児童館の他に保育園やなかよし会、高齢者が利用するデイサービスなど児童館とは異
なる役割を持つものが一緒になっている施設です。休館している日曜日は、建物のメ
ンテナンス等の実施や総合福祉センターで働く職員の固定した休日の確保のためにと
ても貴重な日となっています。したがいまして、日曜日に児童館だけ開館することは、
難しいと考えておりますのでご理解賜りようお願いします。また、愛知県は毎月、第
３日曜日を「家庭の日」と定めて、月に一度は一家団らんの日を設け、親と子が対話
する機会を持つことをすすめています。後藤議員からご提案いただきましたが、日曜
日はご家庭でご家族と話し合って、それぞれの家庭に合った楽しい時間を過ごしてい
ただきたいと思います。今後も、皆さんが安全で楽しく遊べる場所づくりに努めてま
いりますので、また児童館に遊びに来ていただきたいと思います。 

〇沖口議長 小塚教育委員会事務局長。 
〇教育委員会事務局長 続きまして、社会教育センターの和室やアリーナ、学校の体育
館、供用施設などの公共施設を、遊び場として活用させていただくことはできないで
しょうかとのご質問にお答します。社会教育センターや学習等供用施設は、スポーツ
や文化活動、地域の集まりなど、子どもからお年寄りの方まで、多くの方に利用され
ています。社会教育センターの和室や学習等供用施設を遊び場として使ってもらうた
めには、みんなで仲良く遊べるように、また普段、施設を使っている人たちが困らな
いように、ルールを決める必要があります。部屋が狭いので少ない人数でどういう遊
び方ができるのか、部屋を汚したり壊さないようにするにはどうしたらいいのか、見
守りの大人をどうするのかなど、色々と考なければいけません。社会教育センターの
アリーナは、日曜日にはスポーツの大会や練習で多くの予約が入っているため、なか
なか空きがない状況であります。そのため、社会教育センター等の施設をすぐに遊び
場にするのは難しいと考えています。遊び場とは少し異なりますが、町では小中学生
が文化やスポーツを学べる「わくわくくらぶ」や、夏休みの子ども向けの生涯学習講
座もあります。そういった活動にも、ぜひ参加していただければと思います。続いて
２つ目の質問の「講座の空き状況のお知らせ」について、お答します。１つ目の講座
の空き状況のお知らせについてお答えします。町では、生涯学習講座の中で、申込が
少ない講座がある場合、ライン等で周知するなど、空き状況を複数回発信しています。
併せて、「スマートフォンに慣れていない方への声掛けやチラシの配布」につきまし
ても、申込が少ない講座があれば、他の講座などでその都度、声掛けをしている他、
チラシを作成して、お知らせをするような対応をしています。また、今年度から、新
たに小中学生の保護者の皆様が使っているアプリ“ホーム＆スクール”を講座のお知
らせに活用している他、広報９月号と合わせて、講座情報が載っているチラシを全世
帯に配布したいと考えています。次に２つ目の「子ども向け講座の時間の見直し」に
ついてお答します。生涯学習講座、全３１種類の実施時間を調べたところ、夜９時頃
に終わる講座は５講座あり、そのうち、小学生を対象とした講座は２講座ありました。
夜遅く終わる講座については、教てくれる指導者の方が働いているため、始まりが夜



 

７時になってしまい、終わりの時間が遅くなってしまう事情があります。しかし、ご
質問いただいたように、夜遅くまで講座を実施することは、小学生の睡眠不足にも繋
がる恐れがあり、健康によくないと考えております。そのため、１０月以降に実施す
る講座につきましては、遅くとも夜８時３０分までには終わるように、指導者の方と
調整していきたいと考えているところでございます。 

〇沖口議長 町長 
〇町長 後藤議員から日曜日の遊び場づくりと生涯学習講座の参加者を増やすご提案を
頂き、誠にありがとうございます。日曜日の遊び場につきましては、児童館を開館の
は、なかなか難しいのですが、町として日曜日に遊びに行ける場所を考えることも大
切だと感じました。先ほどお答しましたように、「わくわくくらぶ」や町の生涯学習
講座に参加していただくほか、社会教育センターでは、ロビーや図書室、学習室など
を開放していますので、それぞれのルールに従って利用していただくのも良いのでは
ないかと思います。これからも児童館を始め、町の施設が皆さんに遊びに行きたいと
思ってもらえる場所になるよう努めてまいります。また、生涯学習講座の参加者を増
やす方法につきましては、後藤議員の言う通り、SNS を使ったお知らせは、現代社会に
おいて活用していかなければならない方法であり、我々としても積極的に進めていき
たいと思っています。子供向け講座の見直しにつきましては、これは我々では気づき
にくい参加者の目線からご提案頂いたと感心しております。講師の方が、働いて見え
ますと、どうしても始まりの時間が遅くなってしまう部分もあるのですが、皆さんが
体調を崩さずに受講できるよう、我々としてもできる限りのことはしていきたいと思
います。貴重なご意見をいただきましてありがとうございました。 

〇沖口議長 ただ今答弁がありましたが、再質問はありませんか。後藤樹希議員。 
〇後藤議員 子どもの遊び場について考えて欲しいと思います。これで質問を終わりま
す。 

〇沖口議長 後藤樹希議員の質問が終わりました。ここでしばらくの休憩とします。再
開は１０時３５分とします。 

～～～～～～～～ 〇 ～～～～～～～～ 
午前１０時１５分 休憩 
午前１０時３５分 再開 

～～～～～～～～ 〇 ～～～～～～～～ 
〇小川議長 休憩を閉じ再開します。後半の議長を務めます。豊山小学校６年小川大和
です。後半も引き続き皆さんの声を大切にしながら良い案ができるよう進めていきた
いと思います。皆さんの協力をよろしくお願いします。それでは一般質問を続けます。
豊山中学校１年真野いち花議員の発言を許可します。真野議員 

〇真野議員 豊山中学校 1 年の真野いち花です。議長の許しを得ましたので発言させて
いただきます。私はこの春に小学校を卒業し、１学期が終わり約 4 か月間の生活を振
り返る中で学校のルールや仕組みについて疑問に感じたことがありました。今日はそ
の中から２つのことについて提案をしながら質問をします。１つ目は服装に関する校
則についてです。ある日、朝は肌寒く感じたため、長袖のシャツを着て登校しました
が、昼頃には気温が上がり、熱く感じ、体温調節のために袖をまくりました。すると
先生から袖をまくるぐらいなら最初から半袖を着てなさいと注意され、袖を元に戻す
ように言われました。その時先生たちは自分の判断で上着を脱いだりそれをまくった
りしているのに私たち生徒は体調を考えて服装を調整できないのはなぜだろうと疑問
に思いました。実際に生徒手帳で校則を調べてみると袖まくりだけでなくポロシャツ
のボタンを締める数など細かく決められていました。しかし最近では暑さや寒さは月
におらず不規則で５月頃から熱中症のリスクがあると感じます。気温差が１日で２０
度近くある日もあります。そこで提案します。体調管理や安全の観点から、服装につ
いて、もう少し柔軟に対応できるように、校則の内容を見直すことはできないでしょ
うか。たとば、その日の気温や体調に応じて袖をまくったり、体操服で登校できるよ
うにするなど、生徒自身が自分の判断で調整できるルールにすることが大切だと考え
ます。町として、このような校則のあり方についてどのように考えていますか、お聞
します。２つ目はテストの採点と確認のルールについてです。中間テストや期末テス
トが返却される時に教科担任の先生から採定ミスがあれば授業時間中に申し出るよう
にと言われます。でも実際には焦ってしまったり見直す時間が足りなかったりして後
で気づくこともあります。また現在ではＡＩでテストの採点を行っていると聞いてい
ますが、なぜ採点ミスが起こるのかも不思議に思っています。友達の話でも採点ミス
があったという声をよく聞きます。テストは成績の評価に関わる大切なものなので慎
重に採点されるべきと思いますし、ミスが起きた時はきちんと確認できる時間が必要
です。そこで提案です。採点の確認について、もう少し時間的な余裕を持たせること
や、放課後などにも申し出ができるようにする仕組みをつくってはどうでしょうか。
また、なぜ、採点ミスが起きるのか、その原因についても見直しが必要だと思います。



 

生徒が納得して学べるようにするためにも、採点ミスへの対応や確認の仕方について、
町として、どのように考えているのかをお聞かせください。以上、服装の校則等の確
認に関する２つの提案について質問しました。私たち生徒の行為を学校作りに生かす
ことができればより安心して学べる環境につがると思います。ご答弁よろしくお願い
いたします。 

〇小川議長 山中教育参事。 
〇教育参事 真野議員から２つのご質問をいただきました。まず 1 点目の、服装に関す
る校則についてお答えいたします。校則は、落ち着いた教育環境を維持し、生徒の安
全を保つ役割があります。また、校則を通じて、社会でのルールやマナーを学びます。
身だしなみを整えることは、社会のマナーとして大切なことです。単なる外見の美し
さだけでなく、相手に好印象を与え、自分自身の気持ちを整えることにもつながりま
す。この頃は、気温も高く、長い期間、暑い時期が続きます。熱中症など体調管理も
難しくなってきているため、登校前に１日の気温を確認して服装を考えることも大切
です。豊山中学校では、昨年度から様々な観点から柔軟に対応できるように新しい制
服になり、それに伴って、服装のルールも見直されています。季節によって服装を変
る時期を指定する衣替もなくなり、長袖や半袖、ブレザーの着用など選択の幅も広が
っています。教育委員会としましては、中学生が、自分自身で服装を調整し、ＴＰＯ
にあわせて服装を判断できるよう、自律に向けた教育を進めていると捉えています。
続いて２点目のテストの採点と確認のルールについてお答えいたします。本町では、
豊山中学校において、昨年度より自動採点システムを導入しました。定期テストの採
点の時には、この自動採点システムを活用し、その後に、教員が確認して採点してい
ます。採点ミスについては、自動採点システムを導入したことで、以前よりは減少し
たと聞いております。ただ、このシステムは、読み込みづらい文字への対応が難しい
ため、教員が細かく確認し、なるべく採点ミスがないようにしています。採点の確認
については、テスト返却時に十分に確認の時間をとるようにしていますが、確認に時
間がかかる場合は、教員に相談することもできます。 

〇小川議長 町長。 
〇町長 真野議員からは、校則とテストの採点について、ご質問をいただきました。校
則については、社会生活を送る上で、秩序を守るためには一定の規律が必要であり、
それを学ぶために学校でもルールが決められています。一方で、昨今の異常気象によ
る猛暑日が続く中での熱中症対策や体調管理もとても重要です。学校でのルールにつ
いても、時代によって見直しを図ることは大切であると考ます。疑問に思うことがあ
れば、生徒の皆さんが学校で提案して話し合ってみてはどうでしょうか。また、テス
トの採点と確認ルールについては、採点の公平性や確認時間の確保は大変重要なこと
だと思います。先ほど教育委員会から説明がありましたとおり、本町では、昨年度か
ら自動採点システムを導入しております。先生の目でも確認され、なるべく採点ミス
が無いように努めているとのことですが、機械や人間は必ずしも完全ではありません。
不明な点があれば、学校の先生に相談をしてみてください。確認に時間がかかる場合
についても、皆さんが納得して学習できるよう、先生に相談していただければと思い
ます。皆さんが学校生活を送る中で疑問に思うことを、先生に相談したり、提案した
りすることは、とても大切なことだと思います。生徒の皆さんのそういった取り組み
が、より安心して学べる環境の実現に繋がっていくと考えています。 

〇小川議長 ただいま答弁がありましたが再質問はありませんか。真野議員 
〇真野議員 はい。ご答弁ありがとうございました。それでは服装に関して再度質問さ
せていただきます。実際には袖をまくったら注意されましたし、体操をしていい時期
は決まっているので今年も暑かったです。そのため体操服登校が許可された日からほ
とんどの生徒が体操服で登校をしていました。自分たちの好きなタイミングで体操服
登校ができればもっと快適に過ごすことができます。いかがでしょうか。次にテスト
の採点と確認のルールについてですが、自動採点システムになってからは自分が書い
た答案用紙と採点された答案用紙が返却されます。返却された答案は印刷されている
ので自分で訂正することはできません。そのためもう少し時間的な余裕を持つことは
できると思います。今後も引き続き検討して見直しをしていただけると嬉しいです。
よろしくお願いします。以上で私の質問を終わります。ありがとうございました。 

〇小川議長 山中参事。 
〇山中参事 貴重なご意見ありがとうございました。服装に関するルール、そして採点
の確認についても含めて、これから教育委員会としましても学校と話し合いをしなが
ら、生徒の皆さんが困らないように安心して、学校生活が送れるルールを一緒に考え
ていきたいと思いますので、また何か、心配なことがありましたら学校や教育委員会
の方にご相談いただければと思います。 

〇小川議長 真野いち花議員の質問が終わりました。次に豊山中学校１年、作野心愛議
員の発言を許可します。作野心愛議員。 



 

〇作野議員 豊山中学校 1 年作野心愛議員です。議長のお許しをいただきましたので質
問させていただきます。私はスポーツ体験事業と中学生の校則や身だしなみについて
２点質問をします。大きく 1 点目はスポーツ体験事業についてです。スポーツ体験事
業は、食事代やとうもろこし狩りの 1 万円ほどは家庭の負担で、ホテル代など残りの
費用は町が負担してくれています。ありがとうございます。あっくん畑でトウモロコ
シ狩り体験をしましたが親が喜ぶ大きいのと甘くて小さいの、どちらがいいと言われ
私は大きなのを選びましたが甘くて美味しかったです。あんなに赤いトがたくさん飛
んでいる景色を初めて見ました。それでは質問させていただきます。１つ目、この事
業は、ただ体を動かすだけでなく、友達と協力したり、自然に触れたりといろいろな
学びがあると思います。まずは、この事業にはどのような目的があるのか教えてくだ
さい。２つ目。今年は山登りをしましたが、小学校の野外学習でも山登りをしました。
中学生として取り組む今回の山登りは小学校のときとどんなところが違うのでしょう
か。３つ目。学校からもらった資料には歴史学習や自然体験を通して普段はできない
体験的な活動に取り組む。２つ目、集団の一員として自覚を持ち、社会生活を営む力
を身につける。３つ目、学年や学級の仲間と交流を通して親睦を深めるとともに団結
力を高めると書いてありました。それから先生にお盆ボケや不登校対策でもあると口
頭で言われました。普段はできない体験的な活動をするのであれば小学校で体験した
山登り以外の体験の方がいいと思います。中学校のスポーツ体験事業をもっと楽しく
前向きなものにするために行き先や活動内容をいくつか用意していただき、みんなで
話し合って決めることはできないでしょうか。自分で選んだことであればより積極的
に取り組むことができて、今まで以上に意味のある体験になると思います。ご検討を
お願いします。大きく２点目は中学生の校則や身だしなみについてです。小学生の時
は髪を染めても特に注意されることはありませんでした。しかし、中学生になると説
明もなく不必要な加工をしてはいけないと言われました。私は急にダメになるのはど
うしてなのかと疑問に思っています。１つ目、髪を染めてはいけないと決めた納得が
できる理由や説明をお願いします。２つ目は、中学生らしさについてです。ネットで、
議会中継を見ていて、教育委員会はよく中学生らしさという言葉を使っていましたが、
私には意味が分かりませんでした。目で見た目だけでなく、どのような行動や発言な
ら中学生らしいのでしょうか。教育委員会の考える中学生らしさについて教えてくだ
さい。３つ目。先生たちは大人になる練習とよく言います。社会では自分で考えて身
だしなみを整えるのが普通だと思います。しかし学校ではルールが決まっていて、そ
れに従うだけで自分で決めることはほとんどありません。私は髪型や服装、その他の
ことについても自分で考えて選ぶことが大人になる練習だと思います。少しずつでい
いので選択肢を増やすなど、学校の中で生徒が考える機会を増やしてはいかがでしょ
うか。以上で質問終わります。ご答弁お願いします。 

〇小川議長 山中教育参事 
〇教育参事 作野議員から大きく２点の質問をいただきました。まず１つ目の、中学校
のスポーツ体験事業についてお答いたします。豊山中学校で行っているスポーツ体験
授業の目的について、ご質問をいただきました。この授業は、平成２２年度から中学
１年生の総合的な学習の授業として行っており、そのための費用の一部を町が負担し
ております。平成２２年度から令和元年度までは、スキーを中心とした宿泊授業を行
っておりましたが、高校受験の時期の前倒しを契機として豊山中学校から実施時期変
更の強い要望があり、令和４年度からは、トレッキング、いわゆる山登りを中心とし
た内容に変更しております。この事業は、生徒の皆さんの体力と運動能力向上を主な
目的として行ってまいりました。平成２４年度に長野県阿智村と友好交流都市協定を
締結したことをきっかけとして、平成２６年度から阿智村との交流を図ることも目的
に加、行先を阿智村に変更しました。令和４年度に実施時期と内容を変更するにあた
って、この授業をよりよいものとするために、豊山中学校と教育委員会とで話し合い
を行いました。その結果、これまでの目的に加え、「中１ギャップ、いわゆる小学校
から中学校への急な環境の変化から生じる苦しさの解消」や「２学期以降の不登校対
策」を目的に加え、夏休み期間中にトレッキングを中心とした宿泊授業をすることに
なりました。２つ目のご質問、山登りについて、でございますが、こちらについては、
小学校と中学校では、それぞれ山登りを中心とした活動を実施していますが、年齢や
体力によって、その距離や高低差、活動内容が違っています。小学校では、鳥や虫の
特徴など自然に関することを学びながら山道を歩きます。中学校では、ロープウエー
で山の麓まで行き、そこから山頂付近を歩きます。発達段階に応じて難易度が異る活
動内容となっています。そして３つ目の行き先や活動内容を話し合いで決めたいとい
うことについてお答いたします。スポーツ体験授業については、先ほどもお答しまし
たとおり、阿智村と交流を図ることも目的の１つしてありますので、阿智村を中心と
した活動内容、行程になっております。またこの事業は、生徒の皆さんの安全管理や
総合学習としての学習効果を考ながら、１年生が入学する前から準備を進めておりま



 

す。ただ、「みんなで話し合って決めたい」という意見は素晴らしい考だと思います。
行先を変更することは難しいと考えておりますが、その行先の中で、生徒の皆さんが
考えた活動を組み入れることもできるのではないかと考えます。続いて２つ目の髪型
や髪色についてお答いたします。学校は、全ての子どもが自立して社会に生き、豊か
な人生を送ることができるように、その基礎となる力を身に付けるところです。中学
校では、小学校よりも、大人に近づくために、さらに勉強に励み、集団生活を通して
成長していきます。学校の校則は学習面ばかりではなく、社会の一員として集団生活
を営む上で、身に付けてもらいたいあらゆる基本的な生活習慣や態度、マナーも対象
としています。「髪を染める」ことは、学校生活を送るうで髪を染めなければいけな
い必然性がないとの判断から、校則で禁止されています。全ての生徒がルールを守る
ことで、安心して明るく豊かで充実した学校生活を送ることができ、一人ひとりの生
徒にとってより良い学習の場が作られます。生徒の皆さんはこのルールを守り、楽し
く充実した生活を送っていただきたいと思います。２つ目の中学生らしい行動や発言
についてお答えいたします。「中学生らしい」とは、誰か一人が決めるものではなく、
様々な視点からとらえることができます。学校や保護者などの大人が、中学生に期待
する姿や、社会性、行動規範などを指すことが多いと思います。学校では、基本的な
生活習慣と規律ある生活を送り、中学生が社会の一員として自覚を持ち、夢の実現に
向けて努力する生徒の姿を目指して指導しています。３つ目の服装など選択肢を増や
して欲しいというご意見についてお答えいたします。豊山中学校では、昨年度、新し
い制服の導入をきっかけに、生徒の自律に向けて、服装などの校則を見直しています。
生徒自身がその日の気温や体調によって服装を調整したり、ＴＰＯに合った服装を考
たりすることができるよう、選択肢の幅を広げています。学校の校則は、校長先生が
ルールを決めています。しかし、この頃は、生徒一人一人が所属する生徒会が、校則
に関して意見を述べ、一緒に考えていく学校も増えています。生徒会などで豊山中学
校の生徒が、より充実した学校生活が送れるよう、よりよいルールについてみんなで
一緒に考えてみるのも解決方法のひとつであると考えます。 

〇町長 作野議員からは、スポーツ体験事業と校則について、生徒自らが考えて決める
べきであるというご提案を頂きました。将来、皆さんが大人になったときに、自分で
考え、判断する力を早い時期から身に着けた方が良いという大変素晴らしい考だと思
いました。一方で、中学生は身体的にも精神的にも発展途上であり、ルールが必要な
子もいると思います。ルールをしっかり守ったうえで、今回、作野議員がご提案され
たことにもみんなで話し合って決めていってほしいと思います。また、「中学生らし
さ」についてのご質問もありましたが、画一的な「らしさ」に捉われず、自分らしさ
を大切にしながら、大人になるための準備期間として、中学生活を送っていただけれ
ばと思います。今回は、素晴らしいご提案ありがとうございました。 

〇小川議長 ただいま答弁がありましたが再質問はありませんか。作野心愛議員。 
〇作野議員 ご答弁ありがとうございました。それではスポーツ体験事業について再度
質問させていただきます。1 つ目、阿智村との交流のために行き先が決まっていること
は分かりました。でも何をしたいかという意見を聞くだけならすぐにでもできると思
います。来年度は事前にアンケートや話し合いをしてもらえないでしょうか。修学旅
行の行き先を自分たちで決めれる学校もあると聞いたことがあります。現在修学旅行
の行き先は東京ディズニーランドですが、ユニバーサルスタジオジャパンなどを追加
しアンケートや投票で決めてはどうでしょうか。色々な場面で、自分たちで決める機
会をもっと増やしていただけると嬉しいです。続いて中学生の校則や身だしなみにつ
いて再度質問します。1 つ目、先ほどの髪を染めてはいけないと決めた理由ですが、納
得できていません。今回勇気を出して模擬議会に参加したのでとても残念に感じてい
ます。模擬議会に参加した人が納得できる理由や答弁になるよう工夫をして欲しいで
す。髪を染めてはいけない理由を分かりやすくもう１度教えてください。２つ目、集
団生活のルールはもちろん大切だと思います。しかし、中学生として大人になる練習
をするためには自分たちで考えて行動することも大切だと思います。それならまずは
短い期間だけでも髪型や靴下など身だしなみを少し自由にできる日を作っていただけ
ないでしょうか。そうすれば自分で考えて選ぶ練習になると思います。３つ目自分た
ちで話し合ったりするようにとか生徒会などを通して意見を聞くと答弁がありました
が、実際には意見があまり反映されていないと生徒会の人から聞いています。そこで
生徒の意見を聞くだけでなく、その結果や理由を全校生徒にも分かる形で報告しても
らないでしょうか。そうすれば私たちの意見がどうなったのか、なぜ変わらなかった
のかが理解できるようになります。いかがでしょうか。またプール後にはすぐ髪を縛
るようにと言われますが、濡れたまま縛ると髪が乾かずとても困っています。このよ
うな細かいことも含めて、是非私たちの声が学校や役場にきちんと届いて改善される
仕組みを作っていただきたいと思っています。よろしくお願いします。そして教育委
員会の考える中学生らしさについてもう 1 度教えてください。以上で私の質問を終わ



 

ります。ありがとうございました。 
〇小川議長 山中教育参事 
〇教育参事 それではまず 1 つ目、スポーツ体験事業についてお答えをさせていただき
ます。行き先や活動内容を自分たちで決めたいということだったと思いますが、行き
先については、スポーツ体験事業だけではなく、修学旅行も野外学習も、少し、随分
前というか数年前から決めていって、準備を進めています。ただ先ほど答弁させてい
ただいたように活動内容については、一緒に学校の先生と考えたり意見を言って、組
み入れていただくことできるんじゃないかと考ますので、そちらについて活動内容に
ついては、皆さんのご意見も学校にお伝するといいんじゃないかなと思います。２つ
目、髪を染めることについてですけれども、こちらについては、先ほども、お答いた
しましたように学校生活を送る上で髪を染めなければいけない必然性がないという判
断から、校則で禁止されています。校則は校長先生がルールを決めています。もし疑
問に思うことがありましたら一度校長先生にご相談をしてみるといいかなと思います。
３つ目、自分たちでルールを決めていきたいということだったと思いますが、こちら
につきましても、校則や、学校生活におけるルールについても、もちろん校長先生が、
ルールを決めていますが、先ほどの答弁でもお話しさせていただいたように、生徒会
などで、提案をし、一緒に考えていく学校も増えてきていますので、是非生徒会が中
心になって意見を言っていただくといいかなっていう風に思います。４つ目、生徒た
ちの意見が反映されているか、その結果を伝えて欲しいということだったんですが、
そちらについても結果について、またこちらも学校の先生にご相談をしてみるといい
かなという風に思います。５つ目はプールの後に濡れた髪を縛らなくてはいけないと
いうルールだったと思うんですけれども、濡れたままの状態で学習を進めますと、
色々なところが濡れたりして学習の支障になるかなと思います。しっかりと髪を拭い
て縛って授業に望むことで学習に集中ができるのではないかと思いますので、そのよ
うにやっていけるといいかなという風に思います。そして最後、中学性らしさ、教育
委員会が考える中学生らしさについてですけれども、こちらも先ほどの繰り返しにな
りますけれども、学校や保護者などの大人が中学生に期待する姿、社会性、人と人と
の関わりそれから行動規範そういったものを指すのではないかなと思いますが、ただ
誰か 1 人が決めるものではなく様々な視点から捉ることができますので、これにつき
ましても基本的な生活習慣や規律ある生活を送るためにも中学生らしい、大人が期待
する姿で生活ができるといいかなという風に思っています。以上でございます。 

〇小川議長 作野心愛議員の質問が終わりました。次に豊山中学校３年沖口時也議員の
発言を許可します。 

〇沖口議員 豊山中学校３年、沖口時也です。今から３点質問します。片苦しい場にな
りがちですが、今回はまあまあ面白く、を目指して、真剣な提案としてお話をさせて
いただきます。少し長くなりますが最後までお付き合いいただけると幸いです。また
この場を作ってくれた学校、町の方にもとても感謝しております。厚くお礼申し上げ
ます。私は現在豊山中学校で 2 期連続生徒会会長を務めております。スローガン豊山
大改革２０２５のもと自分自身の意見、生徒たちの声を代弁して様々な提案をしてき
ました。しかし現実はなかなか変わらない。これではいけない。だからこそ今日は常
識を変える新しい風を取り入れていただき、反映していただくために大きく３点、質
問と提案をさせていただきます。１点目としましては教育環境、特に中学校のトイレ
に関する問題です。本校、豊山中学校は築６０年を超える歴史ある校舎ですが、学習
環境、プライバシー、トイレの設備については、今の時代にふさわしいとはいえませ
ん。今年の春に役場に提出した嘆願書と重複するところもありますが、具体的には次
のような課題があります。１つ目、扉が付いているものの建付けが悪いのか、固定さ
れており、のれんで仕切られているため中が丸見えない状態であります。そのためプ
ライバシーが守られていないのです。２つ目、皆が通る廊下に面しており、扉もつい
ていないため悪臭が漂っています。時にはその匂いが教室に届くことも普通にありま
す。３つ目、１フロアに１か所のトイレしかないため、トイレの数が足りず、限られ
た休み時間に皆が行くので大変混雑します。また女子トイレでは廊下まで行列ができ
ていることもしばしば、とても可愛そうです。これを解消するため動いたのですが、
教員と教育委員会の意見が異なり、相手にされませんでした。４つ目、和式トイレが
多く洋式化されていないということです。今の時代、和式トイレは、どんどん世の中
から減っています。男女問わず洋式化を望む声をよく耳にします。みんな我慢してト
イレを使っています。５つ目、故障をしている便器、流れの悪い便器があるため、流
れ切れておらず、次に使う人が不快に感じ、廊下に悪臭が漂う原因になっています。
ですが、誰も直そうとしない。なぜなのでしょうか。予算が足り無いから、他の予算
があるのではと思います。昨年度末、生徒たちの声を集めて私が中心となり嘆願書を
提出しました。ところが、その後に生徒指導を受けたことで、「声を上げること」そ
のものが否定されたかのように感じ、非常に残念でした。町長からの返答も曖昧なと



 

ころが多く、はっきりとした返答が返ってきませんでした。私たち生徒が求めている
のは、ただ単に「綺麗なトイレ」ではなく、「安心して学校生活を送れる環境」です。
町内の他の学校では、トイレ改修が進んでいる中で、最も古い豊山中学校がなぜ後回
しになっているのか。元々建替えの予定があったから改修をしないということなので
しょう。それならば今後の見通しを明確にオープンな形で示していただきたいです。
また、今年の予算では、１年に１カ月しか使わないプールのろ過装置、天井の開閉屋
根の改修に費用があてられていましたが、トイレ改修には一切触れられていません。
もちろんプールの安全も大切だと思いますが、日々、日常、毎日誰もが必ず使うトイ
レの整備こそ、最優先に行うべきではないでしょうか。町長、教育委員会の皆様にお
願いです。現在、計画が進行中の臨空第二公園への予算も町の防災機能向上にも重要
かとは思いますが、子どもたちが毎日使う教育施設の整備にも、ぜひ目を向けてくだ
さい。最低限の改修でも、今すぐにできることがあるはずです。大人から見ている景
色の何倍も、生徒が見ている景色は残酷です。もう一度しっかり受け止めていただき
たいです。２点目につきましては海外派遣事業の再検討についてです。豊山町ではか
つて中学生を対象とした海外派遣事業を実施しており、平成３年度から１８年間の延
べ１８０人がオーストラリアに派遣されました。海外の文化や言語の違いを肌で感じ
ることは若い私たちにとって人生を変えるほどのとても大きな経験になります。去年
は友好姉妹都市であるアメリカ合衆国グラント郡への派遣が行われ、参加した中学生
はとても楽しかった、将来の夢が広がったと、とても楽しそうに話していました。こ
うした機会は将来を担う子どもたちにとって何よりもかけがえのないいい経験です。
私も先日オーストラリアに留学してまいりました。町の授業では今年はなく、両親が
中学生のうちに海外へ行って文化や文化や生活の体験をしてほしいと留学に行かせて
くれました。本当に感謝しています。留学では日本各地から集まったメンバーと共に
し、本場の英語で英語レッスン、現地の文化や生活を体験しました。決して日本では
体験することのできない特別な体験でとても刺激を受けました。体験した身だから言
えることでありますが、本当に将来生活の視野が広がります。しかし今年は国内の北
海道、せたな町への派遣となり、昨年度に引き続き選考も希望者からの「くじ引き」
で決まりました。くじ引きは公平なのかもしれませんが、「行きたい」「学びたい」
という強い気持ちがあっても、それが叶うことがないのはとても残念です。他の自治
体では、作文や面接による選考が行われており、努力することで道が開かれるという
仕組みがあります。ぜひ、豊山町でも再検討をお願いしたいです。中学生の海外派遣
は、町にとっても将来への投資になると思います。将来、世界で活躍する人材を豊山
町から育てる、そのためにも、派遣先・選考方法も、今後のあり方を見直していただ
きたいと思います。３点目は公共交通、鉄道の必要性についてです。豊山町は全国有
数の名古屋市や周辺の市町村に囲まれていながら鉄道の通っていない鉄道空白地帯で
す。高校進学や通勤など日常の移動の不便さは特に学生や若い世代にとって大きな課
題です。また年間約９２万人の利用者がいる名古屋空港があるのに移動手段はバスに
依存しています。私たち中学生はタウンバスではなく名古屋市交通局の市バスをよく
利用します。利用する理由としましては運賃が安く乗り換えなしで都心に行けるから
です。一方、タウンバスや名鉄バスは運賃が高くＩＣカードが使ないなど利便性に課
題があります。また現在は全国的にバス運転手の不足が問題になっています。将来に
安定した交通期間を確保するためにも 1 度にたくさんの人を運ぶことのできる鉄道の
必要性は高まっていると感じます。そこで私からの提案は次の３つの構想です。１つ
目としましては名古屋市営地下鉄名城線の延伸です。現在の黒川駅から豊山町方面に
延伸する計画です。栄や名古屋駅のアクセスが向上し、通勤通学に大きなメリットが
あります。また１９９２年に戸田・楠町間の新線・金山線の計画がされていました。
しかし経営悪化により事業は凍結されてしまいましたが、過去には計画されており今
も残っています。２つ目東西を結ぶ新路線です。周囲の主要駅、西春、小牧や勝川を
結ぶ路線です。尾張地区の経済圏や住民の交流を支える公共交通軸となります。また
各地へのアクセスもしやすくなります。３つ目、環境に優しい次世代交通の整備です。
ＬＲＴや電気バス、トロリーバスなどの導入です。地下鉄より低コストで実現可能で
あり、ＣＯ２削減にも貢献します。もちろん鉄道を通すことは簡単ではありません。
ですが、豊山町の未来のため今から議論を始めるべきではないでしょうか。このよう
な若い世代が意見を言う機会をいただけるこの場はとても貴重な機会だと思っていま
す。町長、教育委員会の皆様、今回私の３つの提案に対して前向きなご検討とご意見、
実現に向けた行動を是非お聞かせください。どうかよろしくお願いします。 

〇小川議長 小塚教育委員会事務局長。 
〇小塚教育委員会事務局長 １点目の豊山中学校の教育環境、特に豊山中学校のトイレ
環境についてのご質問をいただきましたのでお答をいたします。沖口議員ご指摘の通
り、豊山中学校の校舎は築６０年以上経過しております。時代とともに老朽化が進み、
安全性や衛生面で改善が必要な状況にありますが、特に、生徒たちが日常的に使用す



 

るトイレ環境の改善は、教育委員会としても、優先的に解決すべき課題として認識し
ております。沖口議員からいくつか具体的な課題を挙げていただきましたので、現状
についてご説明させていただきます。まず、トイレの扉が固定されている件です。こ
のことについては、学校運営上必要な措置として学校から要望があり行われたと聞い
ております。トイレからの不快な臭いについては、排水管の老朽化が原因となってお
り、根本的に解決するためには全面的な改修工事が必要な状況であります。続いて１
フロアに 1 か所のトイレしかないというご指摘ですが、豊山中学校の校舎には１フロ
ア、いわゆる１つの階に２、３カ所のトイレがあります。したがいまして、沖口議員
が言われているのはトイレの利用方法についてのご指摘かと思われますが、これは学
校運営に関わる内容となりますので、校長先生にその判断を委ねております。沖口議
員から生徒会等を通じて学校の環境改善について相談することも解決方法の一つであ
ると考えております。トイレの洋式化については、沖口議員が言われるとおり、公共
施設でも和式トイレは少なくなってきており、豊山中学校のトイレについても全面的
に洋式化することが望ましいと考えています。排水管の老朽化問題もありますので、
費用面も含め、どのような形で洋式化を進めるべきか検討していく必要があると考え
ています。続いて、故障をしている便器、流れの悪い便器があるため、不快な臭いが
漂うというご指摘です。不具合のあるトイレについては随時修繕を行っておりますが、
給排水設備の老朽化により修繕できないトイレがあることも事実です。現在中学校で
は、消臭剤を置くなどして対応していると聞いていますが、中学校と相談しながら、
できることから改善していけるようにしていきたいと考えています。今年度で小学校
３校のトイレ改修が完了する予定ですが、それと比較して、中学校だけ改修が遅れて
いる理由については、当初計画段階では中学校校舎の早期改築を前提としていたため
であります。しかしながら、町の財政状況や他の施策との兼ね合いもあり、改築に係
る事業費を予算化していないことも事実であります。今後につきましては、今回、沖
口議員からご提案いただいた内容やご意見も参考にさせていただき、すぐにできるこ
とは対応しつつ、計画立ててこの問題に取り組んでまいりたいと考えております。 

〇小川議長 服部町長 
〇町長 まず、豊山中学校のトイレの課題についてご指摘いただきました。学校の教育・
生活環境について、前向きに考えていただいていること誠にありがとうございます。ト
イレ改修の現状と今後の見込みについては、先ほど教育委員会からご説明させていただ
いたとおりですが、中学校のトイレの設備については、今回改めて大きな課題として認
識させていただきました。町としては校長先生からの要望を聞きながら、学校の修繕や
工事を予算化しています。もちろん、町には多くの仕事がありますので、校長先生の要
望どおりにいかないこともあります。お聞きした課題については、すぐに解決できない
ものもありますが、出来ることから改善したいと思います。また、生徒の皆さんが生徒
会等を通じて校長先生と意見交換をし、話し合うことで、解決できる課題もあるように
思います。今回沖口議員がご質問されたように、自分たちが学ぶ場所を、自分たちの問
題として考えることは大変意義深いことだと思います。私も、教育環境の整備について
は、引き続き、重要な行政課題の一つとして位置づけ、皆さんが安心して学べる環境の
実現に向けて取り組んで行きたいと考えております。 

〇小川議長 早川企画調整部長。 
〇早川企画調整部長 中学生派遣事業について、お答えします。派遣者の選考について
は、公平性を考慮して抽選会を実施しました。しかし、沖口議員ご指摘のとおり、抽
選は、応募していただいた中学生の様々な思いを確認することなく決定してしまいま
す。今後は、応募していただいた中学生の派遣事業に対する強い思いや努力を確認し、
より公平な選定となるよう選定方法を再検討してまいります。次に、中学生海外派遣
事業の今後のあり方について、お答えします。豊山町は、令和元年（２０１９年）１
２月１６日に米国ワシントン州グラント郡と姉妹提携を結びました。昨年度、グラン
ト郡と豊山町の友好親善を図り、国際交流の推進と未来を担う国内外で活躍できるリ
ーダーを育成することを目的に、初めて中学生をグラント郡に派遣しました。豊山町
が海外で初めて姉妹提携を結んだ地域であります。現段階では、グラント郡への派遣
事業を継続していきたいと考えております。 

〇町長 海外派遣事業の重要性や抽選による選定方法の改善について、ご自身の考えを
しっかりと持ち、ご意見していただき、ありがとうございます。選定方法に応募理由
や自分の将来にどう活かしていくのかを反映させることはとても重要なことでありま
す。「どうしても行きたい」、「そのためにこれだけ努力してきた」という熱意や頑
張っている姿が感じられる中学生に参加してもらえるように改善していきます。また、
海外や国内の異文化に触れる貴重な機会を提供することにより、豊山町の未来を担う
人材を育成することは町の仕事の一つであります。そのため、米国ワシントン州グラ
ント郡や北海道せたな町への派遣事業を始めたところであります。豊山町から遠く離
れた地を訪れ、いろいろなものに触れ、体験することは、自立心やチャレンジ精神を



 

育み、将来の進路選択肢を広げることにつながります。これからも相手先に受け入れ
ていただけるようお願いしていき、中学生派遣事業を継続していきたいと考えており
ます。 

〇小川議長 中川産業建設部長。 
〇中川産業建設部長 私からは、沖口議員からお尋ねいただきました「公共交通の現状
を踏まえた３つの構想案について」答弁させていただきます。ご提案いただきました
３つの構想である①黒川駅からの地下鉄の延伸、②西春駅・小牧駅・勝川駅の東西を
結ぶ鉄道の導入、③ＬＲＴやトロリーバス等の導入については、豊山町だけの取組み
では実現することはできません。国や県、関係市町との話し合いの他、名古屋鉄道や
ＪＲ東海、名古屋市交通局といった鉄道会社にご協力いただけなければなりません。
合わせて、多くの人に利用してもらう必要がありますし、何よりも新たな交通機関を
作るには、とても大きなお金と時間がかかり、大変難しい問題であると考えています。
平成１５年に開通した名古屋市北区の「平安通」から「味鋺」までの約３．３㎞を鉄
道で結ぶ、上飯田連絡線の建設工事を例に、約１㎞あたりの建設費を試算しますと約
２１４億円が必要となります。名古屋市内の黒川駅から豊山町までの距離が約８㎞あ
りますので、建設費を試算しますと、８㎞×２１４億円で、約１，７００億円という
多額のお金が必要ということになります。豊山町が子育て・福祉・防災・教育など、
様々な行政サービスを提供するために必要なお金が、１年間で約９０億円となります
ので、１，７００億円という金額は、豊山町の予算の１９年分に相当する額となりま
す。豊山町には鉄道がなく、バス路線のみで公共交通ネットワークが形成されていま
すが、利便性の高い、６つのバス路線が運行する中、これだけ多くのお金をかけて、
豊山町への鉄道の乗り入れを実現する必要があるかについては、町として慎重に判断
していかなければならないと考えております。 

〇町長 沖口議員におかれましては、豊山町の未来のために、大人では思い付かないよ
うな新たな視点、柔軟な発想でご提案いただき、誠にありがとうございます。沖口議
員からご指摘がありましたように、豊山町の発展のためには、公共交通の充実は欠か
すことのできない大切な要素であると認識しております。そのため、引き続き、重要
な行政課題の一つであると位置付け、利便性の高い、公共交通の実現に向けて取り組
んで行きまいりたいと考えております。沖口議員が社会人になられる頃には、運転手
のいない自動運転のバスやタクシー、空飛ぶクルマなどの新しい乗り物で、行きたい
ところへ自由に移動できる未来が実現されているかもしれません。ぜひ、これからも
身近な公共交通に関心を持ち続けていただきたいと思います。 

〇小川議長 ただいま答弁がありましたが再質問はありませんか。沖口時也議員。 
〇沖口議員 貴重な答弁ありがとうございます。私からは３点ほど質問させていただき
ます。１点目は学校のトイレ問題についての答弁に対する質問をさせていただきます。
築６０年が経過していて、衛生的に安全性的にトイレは優先事項で改修工事をしない
といけないということでありますが、今年度予算はプールでありました。で、プール
で教育委員会の方に直接聞いた話だと、プールの補修工事を実施しないと危険である
ということが判断されたことからプールの改修予算が優先されたということでありま
したが、トイレの現状を見られますとかなり、プールのろ過装置、天井も大事なので
すが、やっぱトイレが最優先にかわるべきではないかなという風には思っています。
実現するために志水小学校のトイレ改修が今年から始まりましたが、入札不調で 1 回
検討され直したということをお聞きしました。その時に豊山中学校のトイレ改修につ
いては考えられなかったのかっていうことを町長、教育委員会にお聞きしたいです。
また暖簾になっているということは学校からの要望ということでありましたが、志水
小学校、僕は出身なので分かるんですけど、志水小学校は扉で仕切られています。小
学校のトイレの方が、プライバシーが守られているということが今現状であります。
で、高校の見学の方にも行っていますが、暖簾で仕切られているとこなど、どこにも
ありません。安全性から、生徒を守る点から暖簾が必要であるっていうことは気持ち
も分かりますが、高校だと大人のトイレ、公衆トイレなどのように仕切りで仕切られ
ており、中が完全に見えないようなトイレの構造になっています。またワンフロアに
２、３箇所あるというトイレの意見につきましては、３年生のフロアは 1 階になるの
ですが、３クラスが１箇所のトイレを使うということになっています。１クラス今３
５人いますので、ざっと見積もっても１００人近くの人が１箇所のトイレを使うとい
うことになっています。それでトイレの人数が混むっていうことに関して学校の先生
にも相談しましたが、学校の先生は込むのが当たり前いっていうことで、全然対応し
てくれませんでした。そのことについて教育委員会とも相談しましたが、教育委員会
と学校の間で話していることが全然違くて、なかなか対応してもらえいっていう状況
であります。トイレの洋式化につきましては女子からよく耳にしますが、1 つのトイレ
に洋式トイレが１つしかないっていうことを結構聞きます。やっぱりトイレが重要に
なってくるので、和式トイレよりも洋式トイレの方が使いやすいっていう面もありま



 

すし、やっぱり混んでしまうっていうのもあります。なので洋式化を進めるためには
老朽化を直す必要がある。で、老朽化を直すためにはトイレ全体の改修が必要とのこ
となのですが、いち早くトイレの改修を行って欲しいっていうのが今の気持ちであり
ます。で、トイレの不具合につきましては消臭剤で今は現状維持しているっていうこ
とだとお伺いしましたが、消臭剤の意味をなしていないぐらい臭い匂いが漂っていま
す。また廊下にすごい不快な匂いが流れています。で窓が開いていないだとかその密
閉した空間でありますので、匂いがこもってしまったり、換気扇の通気が悪かったり
して全然匂いが逃げないということもあってととても不快な思いをしています。また
保護者の方からも意見をいただくのが、学校の授業参観に行った時だとかにトイレの
前を通るととても臭くて、そこを使っているのが毎日かわいそうっていう意見も多数
聞きます。直接聞きます。また建替えの予算が足りないっていうことがあると思いま
すが、いち早く建替えを望んでいるわけではなく、トイレの改修をいち早くして欲し
いということが僕の意見であります。町長の意見に関してなんですが、設備の認識で
校長先生からの意見を元に改修を進めていくということでありましたが、校長先生に
相談する機会を設けて欲しいと先生に何度も何度もお願いをしているのですが、なか
なか時間を作ってくれない。そして教育委員会の方にもっと校長先生とのお話する機
会が欲しいということもお話しさせていただいたのですが、なかなか実現されないと
いうのが現状であります。で、また豊山中学校の模擬議員の２人が言っていたように、
学校の先生に相談する、そして実現するっていうことを言われていたと思うんですけ
ど、学校の先生に生徒会役員として相談してもなかなか実現されない。上の先生、管
理職の先生に通さずに切られてしまうっていうことが結構あって、なかなか実現され
ないのが今の学校の仕組みの現状です。なので生徒会役員からも幅広く意見を言える、
そのような環境を作っていくということも大切なのではないかなという風に思います。
町長の答弁にもありましたように、トイレを検討していくっていうことを答弁いただ
きましたが、具体的な日程だとかその時期を明確に、オープンな形で示していただき
たいです。また全校生徒の皆さんからもよく耳にするのがトイレいつ改修するの、な
んで変わらないのトイレ、っていうことをよく耳にします。なので生徒が疑問に思っ
ていることを隠すのではなくオープンな形で示していただきたい。そのように思って
います。また海外派遣事業についてはアメリカのグラント郡の派遣については続けて
いきたいと考えているというお話でありますが、今年はなぜ、せたな町になったので
しょうか。今後続けていくためにはやっぱり継続的に派遣するっていうことが望まし
いとは思いますが、なぜ今年はせたな町になったのでしょうか。聞いた話ではお金が
無駄だから、税金の無駄だからという意見があるっていうこともちらっと耳にしまし
た。そこについてはどうお考なのでしょうか。また鉄道についてはバス路線が６本走
っているということですが、ほとんど高いっていうことがありまして、市バスはすご
い安いので、中学生とか高校生とかもよく利用しています。また鉄道の３構想につき
ましては、豊山町独自で開設するのではなく、周りの市町村を巻き込んで考えていく、
そして鉄道会社も交えて考えていくっていうことが重要であるかなという風に考えて
います。豊山町だけでは多分難しい事業ではあると思うので、周りの名古屋市や小牧
市、春日井市、北名古屋市など様々な大きな市町村と相談していただき、実現に向け
て動きていただきたいという風に思います。また鉄道を通すためには多額のお金がか
かるということは承知しております。なので、鉄道を通す以外の方法も何か模索する
という姿勢を見していただきたく、示していただきたいという風に考えております。
中学生だからという意見っていうものではなく、しっかりと大人に向き合う姿勢で、
今後も意見を取り入れて行動していただきたいなと考えているので、答弁よろしくお
願いいたします。 

〇小川議長 小塚教育委員会事務局長 
〇教育委員会事務局長 沖口議員からは多々ご質問をいただきました。まず、志水小学
校トイレ改修工事の入札が不調になった際に中学校のトイレ改修を優先しなかったの
はなぜか、というご質問であります。教育委員会では、これまで当面改築等の予定の
ない小学校３校のトイレ環境の改善を優先して整備を行ってまいりました。入札が不
調になったのは、昨年度５月、６月でありますが志水小学校のトイレ改修については、
改修のための設計図の作成も完了しておりまして、工事の予算も認められておりまし
たので引き続き志水小学校トイレ改修の実施に向けての手続きを進めさせていただき
ました。なおトイレ改修を行うためには、工事を行う前にまず詳細な設計図を 1 年ほ
どかけて作成する必要があります。従いまして学校全体のトイレ改修工事が完了する
までには一般的に２年以上の期間が必要になると考えております。それからトイレの
暖簾の問題であるとか、ワンフロアに 1 つのトイレしか使用できない等、学校それら
に関しては先ほども申し上げましたが、学校運営に関わる内容となりますので、その
判断は校長に委ねているところでございます。先ほども申し上げましたが、生徒会な
どを通じて、粘り強く学校の環境について相談をしていただきたいと考えております。



 

また教育委員会の方からも、校長先生には話をさせていただきたいと思っております。
それから他にも色々ご意見いただきましたが、今回、沖口議員からご提案でいただい
た、内容やご意見については今後も参考にしながら、すぐにできることは対応しつつ、
計画立ててこの問題に取り組んでまいりたいと考えております。ご理解賜りたいいと
思います。 

〇小川議長 早川企画調整部長。 
〇企画調整部長 海外派遣事業についてご質問いただきました。今年はなぜ、せたな町
だったのかというご質問です。こちらについては、グラント郡と同じ令和元年に北海
道せたな町と友好交流都市協定を締結しています。その後、コロナの影響もありまし
てなかなか直接的な交流ができなかったっていうことでございますが、昨年度せたな
町の中学生が、豊山町の方に来ていただきましたので、今年度はせたな町の方に豊山
町の方から行くという形で交流事業をさせていただいております。グラント郡とはな
ぜ今年できなかったのかっていうご質問もありました。で、こちらについては、当然
グラント郡との調整をする中で、グラント郡側の状況も整わないということでお聞き
しておりまして、今年は無理だということでご判断をいただいたものですから、やむ
なく取りやめたということでございますので、次年度以降は実施できるように、調整
を進めていきたいと考えておりますので、ご理解いただきますようにお願いします。 

〇小川議長 中川産業建設部長 
〇産業建設部長 貴重なご意見ありがとうございました。沖口議員から、鉄道について
は周辺自治体も巻き込んだ話し合を進めないと実現しないということをご意見ただき
ましたが、まさにその通りだと考えております。沖口議員の質問にもございましたが、
名古屋市の地下鉄も、それぞれまだ延伸計画自体はございますが、現状今様々な経営
的な理由で進んでいないというところが現状でございます。そういった面でいけば豊
山町への地下鉄もかなり難しいではないかという風に町としては考えております。そ
のためですね、元々豊山町は駅がないということでバス路線の充実、公共交通ネット
ワークの形成について今まで尽力してまいりました。その結果、名古屋市、春日井市、
小牧市、北名古屋市の鉄道やバス路線にも乗り継ぎが現在可能となっておりますし、
また名古屋駅や名古屋栄まで直通で約２０分程度で行けるバスもございますので、ま
ずはそういったバス路線の充実に向けて、今後も引き続き努力してまいりたいと考え
ておりますのでよろしくお願いいたします。 

〇小川議長 服部町長。 
〇町長 志水小学校のトイレ改修の時に考えなかったのかというご意見と、校長先生と
の意見交換会を生徒会も含めて持ちたいということに対してご答弁させていただきま
す。志水小学校のトイレ改修におきましては先ほども述べさせていただきましたが、
順番通りに進めさせていただくということで、まず進めさせていただきました。その
次に関しまして中学校が、なかなか公共施設として、手が入ってないということで順
次進めさせていただきたいという風に思っておりますので、ご理解いただきたいと思
います。あと学校の校長先生と生徒会含めた意見交換会ということでございます。私
も是非ともやりたいという風に思っておりますので、学校の校長先生含め、教育委員
会含めましてですね、お話をさせていただきたいと思っておりますので、ご理解いた
だきますよう願いいたします。 

〇小川議長 沖口時也議員の質問が終わりました。以上で７名全員の質問が終わりまし
た。ここで町長より挨拶を受けます。 

〇町長 皆さん本当に本日はお疲れ様でございました。自信を持ってしっかり発言をさ
れたことに対しまして、議員の皆様に心から感謝と拍手を送りたいと思います。今日
の模擬議会では、たくさんの大切なご意見をいただきましたけれども、町長である私
にとってはとても大切な課題であると認識をさせていただいたところでございます。
今日皆様から頂いた意見は、単なる子どもからの声ではなく、未来の豊山町を作って
いく上でとても重要な提案だと私は思っております。これからの町政の参考にさせて
いただければと考えております。どうか今日の経験をきっかけに、町のことは自分た
ちで考えて作っていくものだという気持ちを続け持っていただき、大人になっても是
非豊山町のことを考えていっていただきたいと思っているところでございます。最後
に、模擬議会議員の皆様のこれからの成長を大変楽しみにしております。そして皆様
の声と共に、町民の皆さんが力を合わせて安心して笑顔で暮らせる豊山町を築いてき
たいと思っておりますので、今後ともご指導ご鞭撻賜りますようよろしくお願い申し
上げます。ありがとうございました。 

〇小川議長 ありがとうございました。これで本日の日程は全て終了しました。以上を
持ちまして令和７年度豊山町模擬議会を閉といたします。ありがとうございました。 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 
午前１１時４０分 閉会 
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